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藤 木 ： 「嵐 が丘 』 の 自然
『嵐が 丘 』 の 自然
藤 木 　直　子
　Emily 　Bronte （1818〜1848）は 、 こ の 世 に生 を受けて生涯 を閉じ るまで 、 生 まれ育 っ た ヨー
ク シ ャ ーの 片田舎ハ ワース の 牧師館 をほ とん ど離れる こ とはなか っ た 。 彼女は、友達 を求め る
こ と もな く、家を離れ て他 の 地 にあこ が れ をい だ くよ うな こ ともな く、牧師館 の 周囲に広が る
ピース の 荒野 の 自然を ひ た すら愛する孤独 な詩人で あ っ た よ うである 。 1838年 11月 11日付 の Na91
の 詩
1）は、ハ ワ ース を離れて ロ ー ・ヘ ッ ド・ス クール で 教師 をして い た 頃、極度の ホ ーム シ ッ
クにか か り、そ こ で の 生活を辞め て帰郷 し、落 ち着 い た 頃の 作品 で ある。 しか し、詩は、作者
自身が 故郷 に お りなが ら、異郷か ら故郷 の 荒野 を切 な く忍 ぶ 設定 にな っ て い る。それ程 、荒野
は Emily に とっ て、かけが えの な い 存在 で あ り、また、彼女の 想像力 を最大限に刺激す るもの
で あ っ た と言え よう。
　彼女が生 涯ハ ワース の 荒野 を愛 し続 けた こ とは、彼女が まさに PV”then
’
ng 　Heightsの 舞台 を
こ の 荒野に置 い た こ とや 、193編 ほ ど残 され て い る詩 の ほ とん どが 荒野 へ の 帰郷 の 思 い や背景が
つ づ られ て い る こ とか ら も推察で き る 。 また 、小説 の 女主人公 の Catherine が 、嫁 ぎ先の ス ラ
ッ シ ュ ク ロ ス ・グ レ ン ジで重 い 病 に冒 され意識 が混 濁 した時にふ と 「荒 野 を渡 っ て ま っ すぐ吹
い て くる風 一あの 風 をせ め て一息吸わせ て ！」（12章） と叫ん で み た り、死が 間近 に迫 っ た 彼女
の 枕 元に一握 りの 金色 の クロ ウカ ス の 花が置か れた 時、彼女 は、「こ の 花は嵐が丘 で 一番先に咲
く花 よ」 （13章）と叫び 、実家の 嵐が 丘 に広が る荒野の 雪解けの 春の 光景 を思 い 出す くだ りか ら
も、Emily が い か に荒野 へ あつ い 思 い を抱 い て い た かが 分か る。
　Emily の 荒野で の 様子に つ い て 、Charlotteの 友人で ある Ellen　Nussey の 回想録 には 、 「Emily
は 、 分 厚い 石 の 上 に身をかが め て 、 まるで子供 の ように 水に泳 ぐオ タ マ ジ ャ クシ とたわむれて
い た 」
2）とい う。 Charlotteは 、次の よ うに 述べ て い る e
Ellis　Bell（＝ Emily）did　not 　describe　as　one 　whose 　eye 　and 　taste　alone 　found　pleasure　in　the





　as 　much 　as 　the　wind 　birds
，
　their　tenants ．　or 　as 　the　heather，　their　produce．
3）
　Charlotteの 目に は、　Emily が 自然 と
一体化 して い る と映 っ た よ うで ある 。 2人 の 証言か ら、
ハ ワース の 荒野 を取 り巻 くあ らゆ る 自然が 、彼 女 と密接な関係にあるこ とが 十分 うか が え る。
小論 では 、その 点に注 目し、Emilyが 荒野の 自然を作中で どの ように と らえ、活用 したか を見
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る こ とに す る 。
　荒野 の 自然には 2 つ の 面が ある 。 そ の 一つ は、破壤的 な厳 しい 冬の 自然で ある 。 荒野の 丘 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 もみ
立 っ 嵐が 丘 は 、絶えず 「北国」の 強風 に あお られ、家の 端の と こ ろ に生 えて い る 「数本の 樅の
木はね じけて斜め に なる」。 「立 ち並ん で い るやせ たサ ン ザ シの 木は 、 陽 を求め よ うと、 そ の 枝
を一方に さ しの べ て い る」（1章）。その 嵐が 丘 まで は、「ピース 」と 「沼地」が 広が り、頂上は 、
「霧で 土 が 黒 くか ちか ちに凍 り、大気は全身震 える 冷た さ」（1章）で ある 。 夜に なる と、「烈風
が悲鳴 をあげなが ら吹 きすさぶ 」（1章）。 雪 が降る と、 荒 野 の 道や 沼地 は 、 雪 に埋 もれ て しま う
と い う冷酷な 自然で ある。
　 もう 1 つ は、Linton　Heathcliff（以後 Lintonとす る）とCathy（2代 目）が夏の 荒野に つ い
て それ ぞれ意見 を述 べ る次 の 内容に示 され る穏や か な夏の 自然で ある。
“ ．．He　said 　the　pleasantest　manner 　of　spending 　a　hot　July　day　was 　lying　from　morning 　till
evening 　on 　a　bank　of　heath　in　the　middle 　of　the　moors ，　with 　the　bees　humming 　drearnily
about 　among 　the　bloom
，
and 　the　larks　singing 　high　up 　over 　head，　and 　the　blue　sky 　and 　bright
sun 　shining 　steadily　and 　cloudlessly ．　That　was 　his　most 　perfect　idea　of　heaven
’
s　happiness．
Mine 　was 　rocking 　in　a　rust ］ing　green　tree，　with 　a　west 　wind 　blowing，　and 　bright，　white
clouds 　flitting　rapidly 　above ；and 　not 　only 　larks，　but　throstles，　and 　blackbirds，　and 　linnets，
and 　cuckoos 　pouring　out 　music 　on 　every 　side ，　and 　the　moors 　seen 　at　a　distance，　broken　into
cool 　dusky　dells；but　close 　by，　great 　swells 　of　long　grass 　undulating 　in　waves 　to　the　breeze；
and 　 woods 　 and 　 sounding 　 water ，　 and 　 the 　 whole 　 world 　 awake 　 and 　 wild 　 with 　joy．．”
（Ch．XXIV ）
4〕
　荒野の こ の よ うな自然の 両 面性 は 、 単に季節の 移 り変わ りを背景的に描 い て い る の では な い 。
荒野の 厳 しい 自然は、特に第 1 世代の Catherineと Heathcliff との か か わ りにお い て描か れ、
そ れ と は 対照 的 に 、穏や か な 自然は、第 2世 代 の Cathy，　Linton，　Haretenに お い て 描 か れ て い
る 。 そ の 描か れ方は、人物の 置か れた 状況や心理状態、さらには 、物語の 重大 な局面 と深 く結
び つ い て い る。
　 Catherineと Heathcliffの 2 人は、幼年時代の 荒野の 自然の 中で一心 同体 で結 ばれ て い た時
は、自然の リズ ム は穏や か で あ っ た 。 しか し、 大人の 時代に入 っ て 、 Catherineの 方が、　Heathcliff
へ の 愛は 「地 下の 永遠 の 岩」（9章）に似て不変で あ る と言 い なが ら、Edgar と結婚す る とい う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 なぎ
裏切 りか ら 自然の 大 きな ］1ズ ム が 崩れ て い く。 崩れ る時が 嵐 とな り、回復する 時 が 凪で ある 。
2 人が 互 い に苦難の 道 を歩み 、 最後に死後 の 世界で再結合 する こ とに よ っ て 、 崩れ た 自然の リ
ズ ム を取 り戻す。こ れが 、小説全体の 基調 で ある 。 小説 の 始ま りは、嵐の 雰囲気で 、終わ りは 、
凪の 雰囲気で あ る。 嵐は、吹雪 、 烈風 、 大雨 、 雷となっ て 、 自然の 物に 、 大 きな傷跡 を残す。
　 　 　 　 　 　 　 　 い ん　ゆ
Emilyは、 こ れ を隠喩的に、また 、象徴的 に描 き、主人公の 感情やア クシ ョ ン に効果 をもた ら
せ て い る 。 小説の 冒頭の 烈風 に よる樹木の ゆが みや 、Lockwood が雪 に閉ざされ、嵐が丘 で一
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夜を過 ご す羽 目に な っ た 時、夢の 中の 嵐で亡霊 に 遭遇 する とい う幻想的な場面は 、 且eathcliff が
Catherineとの 間で 結実 しえなか っ た 愛に対す る復讐の 嵐が 第 2 世代 に及んで い る こ とと、死の
向 こ う側で、Catherineとまだ 結ば れ な い で い る Heathcliffの 苦 しみ を語 っ て い る 。 5）『リア王』
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 で 　 ゼ
の 嵐の 場面 を想起 させ る ような出出 しにな っ て い る 。
　特に、嵐は、Catherineと 耳eathcliff の 宿命的な別 れの 場面で 、手短 に述べ られ る方法で効
果的な雰囲気 を出 して い る。Heathcliffが 、　Catherineと Edgar との 結婚 を耳に するや い なや、
彼女の もとを去 る時の 次の 嵐の 描写が そ の 例 と言え る。
　About　midnight ，　while 　we 　still　sat 　up ，　the　storm 　came 　rattling 　over 　the　Heights　in　full
fury．　 There 　was 　a　violent　wind ，　as　well 　as 　thunder ，　and 　either 　one 　or　the　other 　split 　a　tree
off 　at 　the　corner 　of　the　building；a　huge　bough　fell　across 　the　roof ，　and 　knocked　down 　a
portion　of　the　east 　chimney ・stack ，　sending 　a　clatter 　of 　stones 　and 　soot 　into　the　kitchen　fire．
（Ch．，IX｝
雷 は、Heathcliffの 怒 りの あらわれで あ り、木が 折れる の は、Catherineの 犯 した 罪 をあらわ し
て い る。6）また 、Catherineが 埋 葬され る時は 、雪 が 降 り、Heathcliffが Catherineの 墓 をあば
こ うとする時は、寒風吹 きす さぶ 真冬の 夜で あ D 、 Heathcliffが死 ぬ 時は 、 大雨で 、 2人の 亡
霊が 出没する時は、雨の 夜 とな っ て い る。悪天候 とい う厳 しい 自然が 2 人の 悲劇的 な状況 を高
め て い る と言 え る。
　Inga−Stina　Ewbank が指摘 して い るように、嵐が 丘 とス ラ ッ シ ュ クロ ス ・グレ ン ジ 、そ して、
そこ に 住む 人々 が それ ぞれ コ ン トラ ス トに描写 され て い る。7〕 特 に、自然 との 隠喩 的な表現 に
よ っ て 互 い の 特性が 明 らか に な っ て い る 。 Heathcliffが ス ラ ッ シ ュ ク ロ ス ・グ レ ン ジ へ の 復讐
へ とい よい よか りたて られ る時点か ら 、 復讐する側 とそ の 犠牲 に な る側 との コ ン トラ ス トが 鮮
明 に なる 。 こ こ で は 、Heathcliffの 狂 暴性の 隠喩 と して 、荒野の 地質や、特 に動物が使われ て
い る。Catherineは、　Heathcliffと結婚相手 とな る Isabella　Linton との あま りの 違 い に対 して
次の ように 言 っ て い る 。 Heathcliffは、「は りえに しだ と砂 岩ば か りの か わ き きっ た荒野 」・「山
か ら切 り出 したダイヤ モ ン ドで も、真珠 をだ い て い るか きで もな い 」・「ど う猛 で 、残酷で 、狼
の ような男」（10章）で 、それ と は対照的に 、Isabellaは 、　 Heathcliffに よ っ て真冬 の 猟 場に捨 て
られた 「カナ リア」で あ り、 「ス ズ メ の 卵み た い に つ ぶ され る だろ う」（10章 ）と 。 Isabellaは結
婚後、彼の 恐ろ しさを「虎や蛇 も及ばな い 」（13章）と手紙 に つ づ っ て い る。 Nellyは、　Catherine
の 死 後 の 彼 の 絶望的 な様子 を 「人 間で な く野獣 jll6章 ）と言 っ て い る 。 こ の Heathcliffの破壊
的狂暴 の 犠牲 となる側は、それ とは逆に、弱小動物な どにた とえられて い る。 Catherineは Edgar
Lintonの こ とを「子羊」・「野 うさぎの乳飲み子 罫 11章）と言っ て い る 。　 Heathcliff自身は、Isabella
の こ とを 、 「あわ れ を求め る、奴隷 の ような、根 性卑 しい 雌 犬」（14章） と軽べ つ し、「虫けらが
の た うちまわれば まわ るほ ど、おれ は一層踏 み ；二 じっ て 、は らわ た を出 した くなる」（14章）と
言 っ て憎 しみ を露 にす る。泣 い て い る 自分 の 息子 の Lintonに対 して は 「ピ ヨ ピ ヨ 泣 くひ な鳥」
，
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（20章）と言 っ て ば か に す る 。 小 さ い 時の Hareton に 対 して は 、「1 本 の 木が 、他 の 木 と同 じ風
に吹か れて ね じ曲が る の な ら 、 同 じよ うに曲が るか ど うか ため してや る」（17章）と言 い 、大き
くな っ て か らは、「の ろ まの 子 牛」（20章）と罵倒 して い る 。 Heathcliffの 力 の 前に 、 犠牲者た ち
が無力 を露呈 して しまう様子が動物 などの イメージ に よっ て コ ン トラス トに描 き出されて い る
の で あ る。Emily は “ The　Butterfly” と い うエ ッ セ イの 中で、生命の 原理 に っ い て次 の ようなこ
と を述べ て い る 。
　All　creation 　is　equally 　insane．　 There　are 　those　flies　playing　above 　the　stream ，　swallows
and 　fish　are 　diminishing　their　number 　each 　minute ：　these　will 　become　in　their　turn，　the　prey
of　some 　tyrant　of　air　or　water ；and 　man 　for　his　amusement 　or　for　his　needs 　wil1　kill　their
murderers ．　 Nature　is　an 　inexplicable　puzzle，　life　 xists 　on 　a 　principle　of 　destruction；every
creature 　 ust 　 be　 the　 relentless 　 instrument　 of 　 death　 to　 the　 others ，　 or 　 himself　 cease
t。 1ive．8）
　 自然界 の 生命 は、破壊の 原理 の 上 に成 り立 っ て い る とい う考 え を述べ た もの だ が、こ の 考え
が Heathcliffに よっ て 展開 され る 弱肉強食的な復讐方法 に 用 い られ て い る と考 えられ る 。
　次 に、Catherineと荒野の 自然 との 結び つ きにつ い て考える こ とにする。　 Catherineが幼 い 頃、
兄 Hindleyに よ っ て部屋 に閉 じ込め られ た時、　 Heathcliffか ら 「沼地 」（3章）を飛び 回ろ うと
い う誘 い に、「雨 の 中だ っ て、濡れ て寒 い の は こ こ と同 じこ とだ わ」（3章）と答えて、実行に移
した らしい こ とが 日記の ほん の 一部 に示 されて い る 。 Nellyが 2 人の こ とに つ い て 、「子供 た ち
が何 よ りも楽 しみ に して い る こ との 1 つ は、朝の うちに荒野へ 遊び に行っ て しま っ て、 1 日中
そ こ に い る こ とで し た」（6 章）と語 っ て い る。こ の 2 箇所以外 に幸福 だ っ た 幼年 時代 の こ とは 、
ほ とん ど記 されて い な い 。 問題 は 、 Catherineが Edgar と結婚するこ とで ある 。 こ れ は 、 Heathcliff
に対す る裏切 りにあた る。さ らに、結婚 と い う牢獄 が付加 されて 、彼女 を絶望 と孤独の 世界に
お としい れ る事に な る。Catherineは苦悩 を味わ う。と同時に、現実 を離れ て 、幻 想の 世 界 に 没
入 して い く。こ の 時、突如 として 荒野の 自然が 彼女の 心 象風景 とな っ て あらわれ る。9） こ れが 、
彼女の 心 をい や す源 とな る。以下、そ の プ ロ セ ス をた ど っ て み よ う。
　Catherineは 、 真冬の 北風が 吹 い て い る時、窓を開 ける こ と を Nelly に頼む。断 られた後 、枕
の 裂 け目か ら鳥の 羽根 を引 っ ぱ り出 し、野鳥の 名前 をあげ なが ら、その 羽根 を敷布 の 上に並べ
る 。 そ うしなが ら、荒野 で の 野鳥の 様子や Heathcliffと過 ご した幼年時代 の こ とを思 い だす。
次 の 引用 が そ の 場面で ある 。
　
“ That’s　a　tu士key’s，” she 　murmured 　to　herself；
“






take　care 　to　threw 　it　on 　the　floor　when 　I　lie　down ，　And 　here　is　a　moor ・cock ’s；and 　this−I
should 　know 　it　among 　a　thousand−it’s　a　lapwing’s、　Bonny　bird；wheeling 　over 　our 　heads　in
the　middle 　of 　the　moor ．　 It　w 拿nted 　to　get　to　its　nest ，　for　the　clouds 　touched 　the　swells ，　and
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it　felt　rain 　coming ．　 This　feather　was 　picked 　up 　from　the　heath，　the　bird　was 　not 　shot ；we
saw 　its　nest 　in　the　winter ，　fu玉l　of 　little　skeletons ．　 Heathcliff　set 　a　trap　over 　it，　and 　the　old
ones 　dare　not 　come ．1　made 　him　promise 　he’d　never 　shoot 　a　lapwing　after　that，　and 　he　didn
’
t．Yes，　here　are 　more ！Did　he　shoot 　my 　lapwings，　 Nelly？ Are 　they　red ，　any 　of　them ？ Let
me 　look．”（Ch．，　X 　II）
こ の よ うに 、 荒 野で の 生活の 1 コ マ が 回顧 され、それ が苦悩す る Catherineの 心 をい やすもと
とな っ て い る。また、幼年 時代へ の 回想は、Edgar との 結婚に よ っ て Catherine自らが招 い て
しまっ た不 自由で 、不 自然な大 人の 世界か らの 逃避で あ り、 反ば くを示す もの で もある と言 え
る 。
　Catherineは 、嵐が 丘 の 自分 の 部屋 に寝て い る夢か ら覚め た時、次 の よ うに、祈 る よ うに叫ぶ。
“Oh，if　I　were 　but　in　my 　ewn 　bed　in　the　old 　house！）’．．“ And 　that　w 正nd 　sounding 　in　the　fir　by
the　lattice．　Do　let　me 　feel　it−it　comes 　straight 　down 　the　moor −do　let　me 　have　one 　breath！”
（Ch．，　XII ）
また、ス ラ ッ シ ュ ク U ス ・グ レ ン ジに嫁い で きた こ とを後 悔す るよ うに言 っ て か ら、次の よう
に叫ぶ 。
“
＿lwish 　I　were 　out　of　doors−I　wish 　I　were 　a　girl　again ，　half　savage ，　and 　hardy，　and 　free；
and 　laughing　at 　injuries，　not 　maddening 　under 　them ！ Why 　am 　I　so 　changed ？why 　does　my
blood　rush 　into　a　hell　of 　tumult 　at　a　few　words ？ 1’m 　sure 　1　should 　be　myself 　were 　1　once
among 　the　heather　on 　those　hills．　 Open　the　window 　again 　wide ，　fasten　it　open ！ Quick，
why 　don’t　you 　move ？” （Ch．，　X 　II）
こ の 後 す ぐ心配す る Nellyを追 い 払 うようにベ ッ ドか ら飛び 出して、窓 を開けて 、「霜凍 る夜気
が 良肩 をナ イフ の ように鋭 く切 る の も気に か けずに」（12章）身を乗 り出す。悪性 の 脳 膜炎が小
康状態に な っ た 3月の ある 日、 Edgarが 彼女の 枕元 に ク ロ ウ カ ス の 花 を持 っ て きた 時は、荒野
の 春 の 様子 を彼 に聞 く。死に際 に なる と、い つ も窓を開け て ぼ んや りと遠 くをみ つ め る よ うに
なる 。 最後 は、「肉体の 牢獄」（15章）か ら解 き放たれ 、 幼 年 時代 の 荒野 の 自然、「あの 輝か しい
世 界 へ 」（15章）住む こ とを願 う。そ して 、彼女の 亡 骸は 、「教会 の 墓地 の 一隅 、 緑の 斜面の 上 、
境の 垣 が低 い の で 、ピース や こ け ももが 荒野 の 方か ら乗 り越 えて 茂 り、泥炭質 の 土 が 、ほ とん
ど垣 をお お い か くして い るあた り」（16章）に 埋葬 され る 。
　 Catherineが次 第に 現 実 を離れ 、 幻 想の 世界に入 っ て行 く時、彼女の 心象風景の 中に あらわれ
る野 鳥、樹木、風、 ピース 、寒気、花 とい う荒野の 自然は 、精神的な意味 をお び、彼女 を支 え
る力 とな り、慰め の 源 とな り、死 に際に は神秘的な力 とさ えな っ て い る こ とが分 か る 。 また 、
想像 に よる心象風景 とは い え、感覚 に訴 えた表現に よ っ て 、人間 と自然 との 感覚的、精神的絆
が 、一層深 い もの とな り、リア リテ ィ
ーを与 えて い る。そ して、Catherineが 見せ る精神的 ドラ
マ は、Emily の 次 の 詩 の 心 境 を語 っ て い る と言え る 。
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＿if　I　pray，the　only 　prayer
That 　moves 　my 　lips　for　me
is−“ Leave　the　heart　that　now 　I　bear
And 　give 　me 　liberty．”
　　　　　　　　　　　 Yes，　as 　my 　swift 　days　near 　their　goal
　　　　　　　　　　　 Tis　all　that　I　implore−
　　　　　　　　　　　 Through　life　and 　death，　a　chainless 　soul
　　　　　　　　　　　 With　courage 　to　endure ！10）
　次 に、第 2世 代の Cathyと Hareton の 自然 との 結 び つ きは ど の ように表現 され て い る の で あ
ろ うか。Cathy は 、 「落葉樹の 若木」（18章）の ように 大 き くな り、明る い 健康 な子に育 つ 16才に
な っ た 「春 らしい うららか な 日」（21章）に は、「若い グレ イ ・ハ ウ ン ド」（21章）の ように、「雷
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ お
鳥」（21章〉を捜 しに 飛び 出 して行 く。彼女の 頬は、「野 バ ラ」（21章）の よ うに生 き生 きして 清 ら
かで ある 。 夏 にな るは 、 「樫 の 木」（22章）に登 っ て遊 んだ り、その 木の 枝に とまる 「小鳥た ち」
（22章）をながめ た り、「ひ な鳥に 木の 実 を食 べ させ て飛ぶ けい こ を させ た り」（22章）して過 ご
す。しか し、父親が病気 にな っ た時、Nellyは Cathy の 顔色の す ぐれ な い 、元気の ない 様子 を 、
冬の 最後の 「つ りが ね草の 一輪」（22章）に た とえ る。Nellyは 、　Cathyの 悲 しむ様子 を次の よう
に 語る。
（She）continued 　sauntering 　on ，　pausing，　at　intervals，　to　muse 　over 　a　bit　of　moss ，　or　a　tuft　of
blanched　grass，　or　a　fungus　spreading 　its　bright　orange 　among 　the　heaps　of　brown　foliage；
and 　ever 　and 　anon ，　her　hand　was 　lifted　to　her　averted 　face．（Ch ，　XXII＞
Heathcliffの 復讐 が終 わ る頃、　Cathy は Hareton を愛する ように なる。 2 人 は、嵐が 丘 の 屋敷
に 生えて い た 「カ ラン ト」、「グ ズ ベ リ」（33章）の 薮 を取 り払 っ て 、 空 地 を作 り、そこ に ス ラ ッ
シ ュ ク ロ ス ・グ レ ン ジ屋敷か ら 「草花 」（33章）を移植 して 、花壇 を作 る計画 をたて る。そ の 計
画は 、結局、屋敷 の 裏 の 「モ ミの 木」（34章）の 近 くの 場所 に移 される こ と に なる 。 Cathy は、
Nellyと Haretonに そ の 作業 を手伝 わせ る 。　Nelly は、春の 様子 を次 の ように語 っ て い る 。
　We 　were 　in　April　then：the　weather 　was 　sweet 　and 　warm ，　the　grass　as　green　as　showers
and 　suncould 　make 　it，　and 　the　two 　dwarf 　apple 　trees，　near 　the　southern 　wall ，　in　full　bloom ．
（Ch．，　XXXIV ）
Cathyは 、花壇の ヘ リに 植 える「桜草の 根」 （34章）を取 りに行 く、とな っ て い る 。　Hareton は 、
「豊か な土 壌」（18章）に た と え られ て い る。Heathcliff死 後 、 「月の 光」（34章）が幸せ な Cathy
と Haretonの 上 に輝 く。 また、　Heathcliffの 復讐が 終わ る時、月明か りに照 らされた 荒野の 自
然 の 様子 と花 の 香 りが、Lockwood に よっ て次 の よ うに語 られて い る 。
＿Iturned 　away 　and 　made 　my 　exit ，　rambling 　leisurely　along 　with 　the　glow 　of 　a 　sinking 　sun
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behind，　and 　the　mild 　glory 　of 　a 　rising 　moon 　in　front−one 　fading，　and 　the　other 　brightening，
as　1　quitted　the　park ，　and 　climbed 　the　stony 　by・road 　branching　off 　to　 Mr ．　Heathcliff’s
dwelling．
　Before　1　arrived 　in　sight　of　it，　all　that　remained 　of　day　was 　a　beamless，　amber 　light　along
the　west ；but　I　could 　see 　every 　pebble　on 　the　path ，　and 　every 　blade　of　grass　by　that　splendid
moon ．
　Ihad　neither 　to　climb 　the　gate，　nor 　to　knock−it　yielded 　to　my 　hand．
　That　is　an 　improvement！ Ithought．　And 　1　noticed 　another ，　by　the　aid 　of 　my 　nostrils ；a
fragrance　of　stocks 　and 　wall 　flowers，　wafted 　on 　the　air ，　from　amongst 　the　homely　fruit
trees．（Ch．，　 XXXI 　I）
　結局、Cathy が 成長 して い く様子 と、Cathy と Hareton が愛をは ぐくむ様子 とが 草花や 樹木
や 月明か りとい っ た 自然描写の隠喩に よっ て表現 されて い る。第 1世代の Catherineと Heathcliff
は、荒野の 厳 しい 自然に適合するよ うに、また それ とは対照的に 、第 2世代の Cathy と Hareton
は 、荒野の 穏や か な自然 に適合する よ うに描 か れ て い る 。 Heathcliffの 復讐 の 嵐が 終わ りを告
げ る こ とは 、 Cathy と Hareton との 愛が 成立 し、花咲 く穏やか な自然に変 わる こ と と同 じ こ と
に な っ て い る。人間の 破壊 と再生の ドラ マ が、自然 の 嵐 と凪 に呼応 して い る と言 える 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結び
　Emilyは、作品 の 中で 荒野の さ まざまな自然 を、背景的に描 い て い るの で はな い 。全体 か ら
見れ ば 、 自然にかか わ る描写 は少 な い と言 える 。 に もかか わ らず、全編 に浸透 し、存在性が あ
るの は 、 プ ロ ッ トの 重要 な局面や、人問の 感情 とア クシ ョ ン の 所で用 い られて い るか らで あ る 。
Emily は、雪、風、雷、雨、陽光、月、花、樹木、動物 などの 簡単な言葉 を用 い 、その 特性 を
手短に 表現 し、それ を ドラマ に対応 させ て生 き生 きと表現 して い る 。 第 1世代 の Catherineと
Heathcliffに よ っ て展開され る激 しい 愛 と憎 しみ 、生 と死 と い う人間 ドラマ と、それ とは対照
的な第 2世代 の Cathy と Hareton の 穏や か で 実 りあ る愛 の 人間 ドラ マ を、自然が もつ 両 面性 と
一体化させ なが ら描 写 して い る 。 David　Cecilは 、人間 と自然の か か わ りに つ い て 、次 の よ う
に 述べ て い る 。
The　antithesis 　between　rnan 　and 　nature 　to　begin　with ：Emily　Eront6　does　not　see　animate
man 　revealed 　against 　 inanimate　nature ，　as　Mrs．　Gaskell　 does、　 She　does　 not 　even 　see
suffering
，
　 pitiful，　individual　 man 　in　conflict　 with 　unfeeling ，　 impersonal，　 ruthless
natural 　 forces，　like　Hardy．　Men 　and 　nature 　to　her　are 　equally 　living　and 　in　the　same 　way ．
To　her　an 　angry 　man 　and 　an 　angry 　sky 　are　not　just　metaphorically 　alike ，they　are 　actually
alike 　in　kind；different　manifestations 　of　a　single 　spiritual 　reality ．
ii）
Ceci1が指摘する ように、Ernilyは人間 と自然を区別が つ かな い 程 に互 い の 特性 を一致させ て 描
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い て い る 。 Heathcliffが Catherineの 死 を嘆 き悲 しむ様子 を Nellyが 語 る次の 例は、人間 と自
然 の 一体化 を語る も の で あ り、Emily の 自然 に対す る深 い 洞察が うかが える。
　 He　was 　there − at　least　a　few　yards　further　in　the　park；leant　against 　an 　old　ash 　tree，
his　hat　off，　and 　his　hair　soaked 　with 　the　dew　that　had　gathered　on 　the　budded　branches，
and 　feli　pattering　round 　him．　 He 　had　been　standing 　a　long　time　in　that　position，　for　1　saw
a　pair　of 　ousels 　passing　and 　repassing 　scarcely 　three　feet　from　him ，　busy　in　building　their
nest ，　and 　regardin9 　his　proximity 　no 　mere 　than 　that　of　a　piece　of　timber．　They　flew　off 　at
my 　approach
，
　and 　he　raised 　his　eyes 　and 　spoke − （Ch．，　XV 　I）
Emilyは、生命の ダイナ ミ ッ クな仕組み を念頭 にお い て い る。 彼女は、荒野の 自然 にみ られる
「タゲ リの 白骨」（12章〉が 象徴する死 と、「リン ゴ の 花」（34章）が象徴する生 とを、永遠の 自然
　 　 　 　 　 　 　 　 　 と ら
の メ カ ニ ズ ム と捉 え、その サ イクル の 中に 人間 の 世代交代 とい うサ イクル をあて はめて い る。
作 中の 自然 と人間の 絶 え間 ざるか か わ りが 、その事 を語 っ て い る 。
　こ の よ うに、荒 野 の 自然は 、Emily に 自然 と人間の 共生 だけで な く、Catherineと Heathcliff
と に体現 され て い る生死 を問わ ぬ 人間の魂の 自由 と い う彼女の 想像 の 世界 を、考 えさ せ る源 と
もな っ た と言 える。
注
1） CW ．Hatfield　ed ．　The 　Co吻 tete　Poems 　Of　En 功 fane　Bro漉   〔Columbia　University　Press，1941）Nα91．
　PP．9  一92．
　　　　　　　　Loud 　without 　the 　wind 　was 　roaring
　　　　　　　　　 Through 　the　waned 　autumnal 　sky ；
　　　　　　　　 Drenching　wet ，　the　cold 　rain 　pouring
　　　　　　　　　 Spoke　of 　stomly 　winters 　high．
All　too　like　that　dreary　eve
Sighed　within 　repining 　grief；
Sighed　at　first，　but　sighed 　not 　long −
Sweet− How 　softly　sweet 　it　came ！
Wild　words 　of　an 　anclent 　song ，
Undefined，　without 　a 　name ．
’‘lt　was 　spring ，　for　the　skylark 　was 　singing ，”









In the gloom  of  a  cloudy  November,
They  uttered  the music  of  May;
They kindled the  perishing ember
Into fervour that could  not  decay,
'
Awaken  on  all  my  dear moor!ands
The wind  in its glory and  pride!
O call me  from  valleys  and  highlands
To walk  by the hill-river's side!
It is swelled  with  the first snewy  weather;
The rocks  they are  icy and  hoar
And  darker  waves  round  the long heather
And  the fern-leaves are  sunny  no  more.
There are  no  yellow-stars on  the mountain,
The  blue-bells have long died away
From  the brink of  the moss-bedded  fountain,
From  the  side  of the wintery  brae-
But  lovelier than corn-fields  all  waving
In emerald  and  scarlet  and  gold
Are  the  slopes  where  the north-wind  is raving,
And  the glens where  I wandered  of old,
"It
 was  morning;  the  bright sun  was  beaming."
How  sweetly  that brought back to me
The time  when  nor  labour nor  dreaming
Broke  the  sleep  of the happy and  free.
But blithely we  rose  as the dusk heayen
Was  melting  to amber  and  blue:
And  swift  were  the  wings  to our  feet given
While we  traversed the meadow$  of  dew,





Like  velvet  beneath us  should  lie!
For  the  moors,  for the  rnoors  where  each  high pass
Rose  sunny  against  the  clear  sky!
Feh  the  moort  where  the  linnet was  trilling
Its song  on  the  old  granite stone;
Where  the  lark -the  wild  skylark  was  filling
Every  breast with  delight like its own,
.
What  language can  utter  the  feeling
That  rose  when,  in exile  afar,
On  the brow of a lonely hill kneeling
I saw  the  brown  heath growing  there,
It was  scattered  and  stunted,  and  told  me
That soon  even  that would  be gone;
Its whispered,  "The  grim  wal]s  enfold  me;
I have bloomed in my  last summer's  sun."
But not  the loved music  whose  waking
'Makes
 the soul  of the Swiss die away
Has  a spell mere  adored  and  heart-breaking
That in its half-blighted bells lay.
The  spirit  that  bent'neath its power,
How  it longed, how  it burned to be free!
IfI could  have wept  in that hour
Those tears had been heaven  to me.
Well, well,  the sad  minutes  are  moving
Though loaded with  trouble and  pain;
And  sometime  the loved and  the loving
Shall meet  on  the rnountains  again.
2)3)Arthur Pollard,
ibid,, p.116,71Jze
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